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飯田国道事務所からのお知らせ

地域と連携した

緑の道づくり

国土交通省 中部地方整備局

飯田国道事務所

〒３９５－００２４
長野県飯田市東栄町３３５０番地

電 話 (0265) 53-7200（代表）
ファックス (0265) 53-7210
Ｅ-メール cbr-iikoku@mlit.go.jp

https://twitter.com/mlit_iida

＊Twitter始めました

国道１５３号（飯田市山本～伊賀良）の計画について

皆様のご意見をお聴かせください。

１．概要

２．配付資料

３．配 布 先

４．問い合わせ先

国道１５３号（飯田市山本～伊賀良）の計画については、概略ルート・

構造の検討（計画段階評価）を進めているところです。

その検討にあたり、地域の皆さまや道路をご利用される方等のご意見を

お聴きしたく、ご協力をお願いいたします。

●調査期間

平成３０年３月５日（月）～平成３０年４月8日（日）

●調査内容

・地域の道路交通に関する課題

・道路に求める機能や役割

●調査方法

・アンケート調査

・聞き取り調査

いいだ やまもと いがら

アンケート概要（資料１）、計画段階評価の概要（参考資料）

長野県庁会見場、飯田市役所記者クラブ

飯田国道事務所

副所長 二村 計画課長 岡本

TEL：0265-53-7204 FAX：0265-53-7211

E-Mail：cbr-iikoku@mlit.go.jp

ふたむら おかもと
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調査方法の詳細

調査対象 調査方法

周辺に
お住まいの方

1)飯田市、高森町、阿智村、下條村、泰阜村、喬木村、松川町、平谷
村、根羽村、阿南町、売木村、天龍村、豊丘村、大鹿村の各戸に送付
するアンケート調査表に回答

2)飯田市、高森町、阿智村、下條村、泰阜村、喬木村、松川町、平谷
村、根羽村、阿南町、売木村、天龍村、豊丘村、大鹿村の市役所・役場
の本庁舎に設置のアンケート調査表に回答

3)飯田国道事務所ホームページ（http://www.cbr.mlit.go.jp/iikoku/）
にて、アンケート調査に回答

道路利用者
の方

1)下伊那地域の道の駅（遠山郷、花の里いいじま、信州新野千石平、信
州平谷、信濃路下條）に設置のアンケート調査表に回答

2)飯田国道事務所ホームページ（http://www.cbr.mlit.go.jp/iikoku/）
にて、アンケート調査に回答

3)下伊那地域の高速道路PA（阿智PA上り、座光寺PA下り）に設置のア
ンケート調査表に回答

4)下伊那地域の観光施設（昼神温泉、園原の里、下條温泉）に設置の
アンケート調査表に回答
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計画段階評価の概要

＜道路事業の流れ＞

■計画段階評価では、地域の皆様のご意見をお伺いしながら、地域の状況と課題、道路に求められる
機能等を整理し、今後整備を進める道路について、概ねのルートや構造を検討していきます。

■今回行う第１回意見聴取では、皆様が日頃感じている地域の課題や道路に求められる機能を
お聞きします。

■意見聴取結果を基に、次回の中部地方小委員会では道路整備の方針（政策目標）を検討して参ります。

参考資料

道路及び交通状況の把握

道路交通調査

都市計画決定・環境アセスメント
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画
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中部地方小委員会（H29.12.13）
・地域の現状と課題の確認
・政策目標（案）の設定

中部地方小委員会
・第１回意見聴取結果の確認
・政策目標の設定
・複数ルート帯案の設定

中部地方小委員会
・第２回意見聴取結果の確認
・複数案の比較評価
・対応方針（案）の決定

対応方針（概略ルート・構造）の決定

第１回意見聴取
・地域の課題
・道路に求める役割

今回

第２回意見聴取
・複数ルート帯案の
比較評価時に
重視すべき項目

事 業 着 手




